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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成20年11月13日に提出いたしました第73期第２四半期（自平成20年７月１日　至平成20年９月30

日）四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期

報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

　３　財政状態及び経営成績の分析

　　(2)財政状態の分析

　　　①資産の状況

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　を付して表示しております。

 

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】
３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(2)財政状態の分析

①資産の状況

（訂正前）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,459百万円減少し、

20,957百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,133百万円減少し、14,249百万円となりました。主な増減

は、たな卸資産の増加270百万円、有価証券の減少50百万円、受取手形及び売掛金の減少1,563百万円

であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ326百万円減少し、6,708百万円となりました。このうち有形

固定資産は新規取得より減価償却費が上回り118万円減となりました。投資その他の資産は投資有

価証券の減少52百万円、保険積立金の減少等により192百万円減の2,527百万円となりました。

 

(訂正後）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,459百万円減少し、

20,957百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,133百万円減少し、14,249百万円となりました。主な増減

は、たな卸資産の増加270百万円、有価証券の減少50百万円、受取手形及び売掛金の減少1,563百万円

であります。
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固定資産は、前連結会計年度末に比べ326百万円減少し、6,708百万円となりました。このうち有形

固定資産は新規取得より減価償却費が上回り118百万円減となりました。投資その他の資産は投資

有価証券の減少52百万円、保険積立金の減少等により192百万円減の2,527百万円となりました。
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